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前号に引き続き、動物の認知症やそれに伴う困った
症状に効果の期待できるサプリメントについて考察し
ます。
先月号では「オメガ 3 脂肪酸」が人において、認
知症予防や心臓病、脳疾患の予防に十分効果が認めら
れていないことをお話ししました。動物においては、
子犬・子猫の脳の成長を助け認識機能の発達に重要で
あるという報告はありますが、認知症に関するエビデ
ンスはないようです。しかしながら、抗炎症効果によ
り高齢犬に多い関節疾患や皮膚病に効果のあることは
知られており、抗凝血作用や血管拡張作用により脳血
流を改善したり心臓や腎臓を保護したりする可能性も
示唆されています。
高齢動物がオメガ 3 脂肪酸を適度に摂取すること
は健康維持に良い効果が期待できると思われます。プ

ラズマローゲンという成分も認知症サプリとして市販
されています。抗酸化作用を有したリン脂質でオメガ
3 脂肪酸を多く含んだ物質です。次に紹介する抗酸化
作用を有する成分も含んでいます。

● 「抗酸化作用を有する成分」
認知症における脳の病理学的変化が生じるメカニズ
ムには、フリーラジカルという酸化物質が脳細胞を傷
害することが関わっています。そこで抗酸化作用のあ
る物質が脳疾患に効果があるのでは？と考え、いろ
いろな抗酸化成分を含むサプリメントが市販されてい
ます。
その成分は、ビタミン E、ビタミン C、さまざまなフラ

ボノイド（プロポリス、イチョウ葉エキス、テルペンラク
トン、クルクミン、大豆由来ホスファチジルセリン、サ

ポニン、カルチノイド、ポリフェノール）などです。こ
の他にミトコンドリア補因子（L −カルニチン、αリ
ポ酸、コエンザイム Qなど）があり、身体のいろいろ
な細胞を酸化物質から保護することが期待されます。
抗酸化物質は脳ばかりでなく、酸化ストレスによっ
て引き起こされるさまざまな病気などから我々の身体
を守っていると考えられています。人では記憶力、注
意力、集中力、判断力の改善に効果があったというデー
タがあるようですが、人・動物共に、認知症に対する
エビデンスは証明されていません。

● 「睡眠や精神疾患に効果のある成分」
動物用のサプリメントとしては、アンキシタン、

GABA、ジルケーンなどがあります。ストレス軽減
やリラックス効果をうたっています。また、牛乳に含
まれるミルクプロテインにもこの効果があるといわれ
ています。これらは、夜鳴き、徘徊などに処方されます。
次号では、これら睡眠や精神疾患に効果のある「動
物に処方される薬品」についてもご紹介しておこうと
思います。
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